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（注 1） 理学部は，大学入試センター試験の５教科７科目の得点（英語は 250 点満点を 200 点満点に換算）が 900 点満点中 630 点以上の者を
第１段階選抜合格者とする。







学部名 募集人員 志願者数（倍率） 第１次選考合格者（倍率）
法　学　部 10人以内 27人（2.7 倍） 17人（1.7 倍）
経 済 学 部 10人以内 27人（2.7 倍） 15人（1.5 倍）




前 期 120人 454人 3.8 400人 3.3 ̶̶ ̶̶
文 系 65 207 3.2 207 3.2 約 3.5 倍
理 系 55 247 4.5 193 3.5 約 3.5 倍
文 学 部 前 期 220 647 2.9 647 2.9 約 3.5 倍
教 育 学 部
前 期 60 203 3.4 203 3.4 ̶̶ ̶̶
文 系 50 159 3.2 159 3.2 約 3.5 倍
理 系 10 44 4.4 44 4.4 約 3.5 倍
法 学 部 前 期 320 857 2.7 856 2.7 約 3.5 倍
経 済 学 部
前 期 230 719 3.1 680 3.0 ̶̶ ̶̶
一 般 180 485 2.7 484 2.7 約 3.5 倍
論 文 25 106 4.2 88 3.5 約 3.5 倍
理 系 25 128 5.1 108 4.3 約 3.5 倍
理 学 部 前 期 311 805 2.6 795 2.6 （注 1）
医 学 部 前 期 250 673 2.7 658 2.6 ̶̶ ̶̶
医 学 科 前 期 107 326 3.0 311 2.9 （注 2）
人間健康科学科 前 期 143 347 2.4 347 2.4 ̶̶ ̶̶
看 護 学 専 攻 前 期 70 159 2.3 159 2.3 約 5.0 倍
検査技術科学専攻 前 期 37 99 2.7 99 2.7 約 5.0 倍
理学療法学専攻 前 期 18 39 2.2 39 2.2 約 5.0 倍
作業療法学専攻 前 期 18 50 2.8 50 2.8 約 5.0 倍
薬 学 部 前 期 80 232 2.9 231 2.9 ̶̶ ̶̶
薬 科 学 科 前 期 50 123 2.5 122 2.4 約 3.5 倍
薬 学 科 前 期 30 109 3.6 109 3.6 約 3.5 倍
工 学 部（注 3） 前 期 955 2867 3.0 2866 3.0 約 3.0 倍
地 球 工 学 科 前 期 185 379 2.0 379 2.0 （注 4）
建 築 学 科 前 期 80 318 4.0 318 4.0 ̶̶ ̶̶
物 理 工 学 科 前 期 235 777 3.3 777 3.3 ̶̶ ̶̶
電気電子工学科 前 期 130 407 3.1 407 3.1 ̶̶ ̶̶
情 報 学 科 前 期 90 341 3.8 340 3.8 ̶̶ ̶̶
工 業 化 学 科 前 期 235 645 2.7 645 2.7 ̶̶ ̶̶
農 学 部 前 期 300 898 3.0 896 3.0 約 3.5 倍



















































































































































































































































































































































































































































































































































































開発とエネルギー科学（AUN-KU Seminar on Human 


















































































































研究者を中心に， Awang Bulgiba Awang Mahmud
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フィールド科学教育研究センター 芦生研究林（京都府南丹市）では，10月25日（金）から２泊３日で研
究林を中心とした体験学習を予定していたが，台風27号の接近に伴い，前日に計画を変更した。参加者
の現地での安全確保ならびに遠方からの移動困難を考慮し，体験学習を中止し，特別講座「森に人がく
るということ」を実施することとした。
特別講座では，当初，２泊３日の初日に予定していた４講義を実施し，10月25日（金）に北部構内農学
部総合館において行った。特別講座には，体験学習に参加予定であった35名のうち19名が参加し，熱心
に聴講していた。
芦生研究林 第23回公開講座
「国定公園とは何か？」の講義の様子 「自然公園と地域社会」の講義の様子
京
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大農場
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芦
KYOTO
生研究林
流
SHIGA
域圏総合環境質研究センター
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農学研究科附属農場（大阪府高槻市）において，11月３日（日・祝）に京大農場オープンファーム2013を
開催した。
今年度は「作物生産のサイエンス」を基本テーマとし，公開講座，水田・蔬菜・果樹圃場を見学する農
場ツアー，「イネの収穫」などの農業体験実習，「渋柿の渋抜き」をはじめとする公開ラボの他，各種展示
や農場農産物の即売を通して，農業生産に関わる先端的研究，農学教育，実践的農業生産など，多面的
機能を有する附属農場の活動内容を公開した。
天候不順にもかかわらず定員をはるかに上回る628名の参加があり，特に農産物の即売や農場ツアー
は大盛況であった。公開ラボや農業体験実習の人気も高く，すぐに受付終了となり，実験器具展示やポ
スター展示では来訪者が熱心にスタッフの説明に聞き入っていた。公開講座も講義室が満席となる参加
者があり，活発な質疑応答が行われた。
参加者からは，「イネ刈りの体験に子供と参加して楽しかった」，「農作物でどのようなものを育て研
究されているのか気になっていたので，展示物を見ることができてよかった」，「見たことのない器具を
見ることができて楽しかった」などの声が寄せられた。
京大農場オープンファーム2013
農産物の即売会 公開ラボ（渋柿の渋抜き）
農場ツアー 農業体験実習（イネの収穫）
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工学研究科附属流域圏総合環境質研究センタ （ー滋賀県大津市）において，10月12日（土）に施設公開 
「秋の半日，琵琶湖畔でひとりの研究者になってみませんか！」を開催した。
当日は，センターの歴史・目的・概要等の紹介と「単純な発想が拓く科学技術」と題する講義を行った
後，下排水処理，地理情報システム，分子生物，琵琶湖生物等の各実験室に移動し，それぞれの研究内
容を紹介し，続いて隣接する大津市の水再生センターの見学も行った。また，参加者と教員の懇談を実
施し，教員が東日本大震災後にセンターで開発した簡易型の屎尿分離トイレを参加者に配布し説明した
ところ，多くの質問がよせられ，活発に意見が飛び交った。
高校生から84才まで，合計20名の幅広い年齢層の参加があり，参加者からは，「京大は近くて遠い大
学だったが，身近に感じることができた」，「初めて来てみていろいろな研究室があることを知ることが
できてよかった」，「水の処理を目の当たりにして少し感動した」などの声が寄せられた。
流域圏総合環境質研究センター 施設公開
下水処理の説明 水再生センターの見学
研究室の見学 センターの紹介
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ご意見・ご感想をお寄せください。　京都大学渉外部広報・社会連携推進室　〒606-8501　京都市左京区吉田本町　E-mail：kohho52@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
「京大広報」の既刊号は，次のURLでご覧いただけます。　http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/issue/kouhou/
干潮時の河口を散策 温見ダムの見学
パックテストの様子 末武川沿いの小径を散策
フィールド科学教育研究センター 徳山試験地（山口県周南市）では，10月19日（土）に，周南市との共
催により周南市・京都大学フィールド科学教育研究センター連携公開講座を開催した。
このイベントは，フィールド科学教育研究センターが創生した森里海連環学を実体験してもらうこと
を目的に計画したもので，当日は，試験地で実施するポケット・ゼミ（新入生向けに開講されるゼミ形
式の科目）にも利用している末武川の源流から海までのコースを散策しながら，ダム・浄化センターの
説明やパックテスト（水質測定器）による簡易水質検査の実習を行った。
19名の参加があり，参加者からは，「山から海の繋がりを体験でき大変役に立った」，「周南の自然・
植生について理解を深めることができた」などの声が寄せられた。
周南市・京都大学フィールド科学教育研究センター連携公開講座
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